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1 

はじめに 

 

平成１９年３月の市町合併を機に市の附属機関として設置された上河内自治会議

では，これまで「合併市町村基本計画」における主要事業の執行状況の答申と合わ

せ，地域の活力と魅力を高め，誰もが住み続けたい「まち」となるよう，上河内地

域の目標像である「自然と人が共生し，安心して暮らせる活力あふれる地域」の達

成に向け，「地域のまちづくりに関する施策の提案」を行ってきました。 

施策の提案にあたりましては，自治会議が発足時に行った「まちづくりアンケー

ト調査」において，地域の自慢は，「豊かな自然」「賑やかな祭り」「穏やかな人柄」

などが上位を占めていた結果から，上河内地域の将来を見据え，「誰もが住みたい上

河内」の実現に向け，日頃から人々が相互に支え合い助け合いながら，地域の「絆」

を深めていくことの重要性を認識し，地域が将来にわたって持続的に発展できるよ

う，地域の現状・課題・誇り等を十分把握し，上河内地区まちづくり協議会のご意

見等を伺いながら，様々な視点での議論を重ねてまいりました。 

  このような中，合併１０年の集大成とし，「合併市町村基本計画」に掲げられた

上河内地域の目標像の実現に向け，３本の柱と７つの施策のほか，「産業・経済・交

通」「子育て・教育」「環境・景観・防災」「健康・福祉」のテーマごとに先に提案し

た内容の検証・評価・見直しを行い「目標を達成するための実行プラン」を掲げ，

ここに「地域のまちづくりに関する施策の最終提案」としてまとめました。 

この提案が，これまで以上に上河内地域の魅力が創出できる一助となり，住民協

働によるまちづくり活動等を通じ，後世の人々が心から誇れる「活力と魅力あふれ

た地域」となるよう，大きな期待を寄せるものであります。 
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取り組
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観光農園の開
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路の整備 

利用者ニーズ

交通の見直し
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組み 

化に向けた６
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用した貸し農

などを活用し

開設 

する地域資

観光振興と民

の連携 

グコース設定
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保するための

ズにあった公
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米，ゆず

高い農産物

など新たな

リアなどで

契約先を拡

 
 
 

遊休地を

る相談や指

りコミュニ

を発信し，

 
ゆずやい

験を実施す

について研

ともに，農

を推進し，

化を図る。

 
祭や郷土

観光農園・

どを観光マ

などの観光

する。また

置し，立ち

産品の販売

 
河内地域

ングロード

することで

づくりを推

 
地域内の

ＩＣを利用

を把握し，

する。また

促進による

 
地域の意

共交通を運

利用登録世

ットワーク

地域外への

 
 

内

ず，いちご，

物を生産する

な地域ブラン

での販売や，

拡大させるな

を貸し農園へ

指導を，地域

ニケーション

地域農業の

いちごなどの

する。また，

研究・開発し

農作物を利用

交流人口を

 

土芸能，歴史

・貸し農園な

マップとして

光ツアーを実

た，直売所や

ち寄る場を設

売促進を図る

域まで整備さ

ドを地域内へ

で，自転車に

推進し，交流
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用した交通量

計画的な道

た，地域活性

る道路ネット

意見を取り入

運行するとと
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トマト，玉ね

とともに，加
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など，6次産業

へ有効活用し，

域農業者が直接

ンを図りながら

の活性化を推進
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史的資源などの
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実施して地域
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設定することに
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道路整備を促進
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ワークを促進

入れた，より利

もに，デマン

回数を増大させ

クトシティの

を拡充する。 

ねぎなど品質

加工品や化粧

し，サービス

ット販売によ

業化を推進する

借用者に対

接行うことに

ら，農業の魅

進する。 

創出し，収穫

用した園芸作

芸振興を図る

ストランの開

地域農業の活

の見る観光や

光，温泉施設

歩く」・「自転車

域の魅力を発

観光案内所を

により，地域

山田川サイク

ーミナルを設

の一体的なま

させる。 

箇所，スマー

による危険箇

進し安全を確

基幹道路の整

進する。 

利便性の高い

ンドタクシー

せる。また，

の実施に向け

質の

粧品

スエ

よる

る。

対す

によ

魅力

穫体

作物

ると

開設

活性

や，

設な

車」

発信

を設

域特

クリ

設置

まち

ート

箇所

確保

整備

い公

ーの

ネ

けた
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（２）スケジュール 

※    は行政に望むもの。他は，主に地域団体が取り組むもの。 

取
組 ３年後までに ５年後までに １０年後までに 

① 

・地域農産物のブランド化推進体制

（農業法人化の検討を含む）の確立 

・６次産業化に向けた理解度の充実 

（普及促進のための研修） 

・６次産業化の組織づくりの推進 

・農業，工業，商業と連携した推進 

・農業者独自での推進 

・農産物の選定（米，ゆず，いちご，

トマト，玉ねぎ等）と生産拡大 

・消費者ニーズに対応した商品開発と

ブランド化の推進（地元企業との連携

など） 

・担い手（後継者）の育成・確保 

・上河内サービスエリアやインターネ

ット等による販路の確保 

・６次産業化法人の規模拡大

と海外展開 

・農村レストランとの連携（目

玉メニューの創出） 

② 

・事業窓口の確立 

・農地（農園）確保・整備 

・指導者の確保 

・利用者の募集 

 

・栽培方法などの相談・指導 

・貸し農園の拡大 

・貸し農園体系の確立 

 

・貸し農園体系の機能発揮に

よる地域農業の活性化 

③ 

・いちご狩り農園の確保 

（いちご農家とＪＡとの連携強化） 

・いちごマップの作成 

・現在あるゆず園の有効活用の検討 

・温泉熱を利用した農業の勉強会の開

催（園芸作物の選定）と事業計画の策

定 

・ゆずやいちごの量産化 

・地域内外のＰＲ強化 

・収穫体験の実施 

・温泉熱を利用した園芸作物生産担い

手の育成・確保 

・農村レストラン推進体制の整備 

・交流人口の増大 

・温泉熱利用施設の整備と生

産販売 

・農村レストランの開設（既

存施設の有効活用を含む） 

④ 

・観光資源調査と観光プランの策定 

・観光コースの設定や観光パンフレッ

ト・観光マップの作成 

・標識充実 

・地域内を巡るスタンプラリーの実施 

 

 

 

・ホームページ等による観光情報の発

信 

・観光イベントの開催 

・地元観光ガイド体制の確立 

・緑水公園の再整備 

・鬼怒川河川敷の有効活用（スポーツ，

その他） 

・宿泊（合宿）施設の整備 

・観光案内所の設置 

⑤ 

・サイクリングコースの設定 

・サイクルイベントの開催 

（プロスポーツチームとの連携） 

 

・山田川サイクリングロードの整備 

（上河内区間） 

・情報の発信 

・サイクリングロードの環境整備 

（沿道への花の植栽など） 

・サイクリングターミナルの

設置 

 

⑥ 

・パトロール隊（行政，交通安全，Ｐ

ＴＡなどを集結）の組織づくり 

・地域情報の集約窓口の設置 

・地域内の道路整備（ガードレールの

設置・歩道の整備） 

 

・地域内の道路整備（ガードレールの

設置・歩道の整備） 

 

・地域内の道路整備（ガード

レールの設置・歩道の整備）

 

⑦ 

・地域路線バスの利便性向上について

検討 

（料金体系，運行時刻などの見直し） 

・地域イベントでの地域内交通のＰＲ 

・デマンドタクシー利用登録世帯，利

用者数の増大 

・相互乗り入れの実施 

 

・地域外への乗り継ぎの拡充

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ

１ 現

（現 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

  （課 

 

 

２ １

     地

「み

① 各
② 地
③ 

必

④ 子
⑤ 子

「子育て・

現状と課題 

状） 

親と子ども

地域の人た

地域には団

子どもたち

子育て中の

題） 

０年後の目

地域の現状と

みんなで見守

各種行事へ

地域・学校

団塊の世代

必要がある

子どもたち

子育て支援

 

１０年

み

地域教育や

・教育」 

が一緒に行

たちと子ども

団塊の世代の

ちが一緒にな

の親同士が気

目標 

と課題を踏ま

守り支えあい

への参加者を

校・子どもた

代の高い技術

。 
が気軽にス

援を強化し，

 
≪目標２≫

年後の目標 

んなで見守

やスポーツが

行事に参加し

もの交流の場

の技能者がた

なって体を動

気軽に集い，

まえ，３つの

い，子どもた

 

 

を増やし，地

たちが一丸と

術や能力を持

スポーツに参

保護者の育

≫ 

り支えあい，

みんなが

が盛んな地域

9 

していない。

場が少ない。

たくさんいる

動かす機会が

相談できる

の目標を掲げ

たちが元気で

≪目標１≫

地域とのふれ

となり，交流

持った方々を

参加できる機

育児に対する

，子どもたち

がふれあい見

域 

 

 

る。 

が少ない。

る交流の場が

げたうえで，

で成長できる

れあいを大切

流活動を充実

を発掘し，子

機会を増やす

る悩みを軽減

≪

ちが元気で成

見守る地域

子育て支

が少ない。 

１０年後の

る地域」に定

切にする必要

実させる必要

子どもたちの

す必要がある

減させる必要

 
≪目標３≫ 

成長できる地

支援が充実し

の目標を 

定めました。

要がある。 
要がある。 
の教育に活か

る。 
要がある。 

地域 

した地域 

。 

かしていく



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 方 策

１０年後

 

 

 

策 

後の目標を実

 

地域にお

て話し合え

った方々に

どもたちに

 

 

地域ぐる

ことで，交

や一体感を

多くの子ど

 

 

地域主催

方々が行事

を図る。 

み

方策１ 

方策２ 

方策３ 

実現するため

おける子育て

える環境づく

に協力を呼び

に学びの場を

 

るみであいさ

交流活動の充

を共に実感で

どもたちがス

催行事への参

事に関心を持

地域主催

地域交

子育て

≪

んなで見守

めに今後進め

て支援を充実

くりを推進す

び掛け，各種

を提供する。

さつ運動やラ

充実を図ると

できるよう，

スポーツに参

参加の呼び

持って積極的

催行事への積

交流活動を通

て支援の充実

≪目標１≫

≪目標２≫

≪目標３

り支えあい，

10 

めるべき３つ

実させ，子育

するとともに

種育成講座を

 

ラジオ体操な

とともに，子

地域に慣れ

参加するこ

かけや魅力

的に参加でき

積極的参加

通じた絆づく

実と次世代を

みんながふ

地域教育や

≫ 子育て

，子どもたち

つの方策 

育て中の親同

に，団塊の世

を開催するな

などに取り組

子どもたちが

れ親しんだ

とができる

力ある行事へ

きるよう，地

の推進 

くりの推進

を担う人材の

ふれあい見守

スポーツが盛

支援が充実

ちが元気で成

同士が子育

世代の高い技

など次世代

組み，地域の

がスポーツ

スポーツの

環境づくり

への転換等に

地域主催行

の育成 

守る地域 

盛んな地域 

した地域 

成長できる地

ての悩みに

技術や能力

を担う地域

の連携を高

を通じて達

の復活等によ

を推進する

により，多

事の更なる

地域 

につい

力を持

域の子

める

達成感

より，

る。 

多くの

充実



目
標 

み
ん
な
で
見
守
り
支
え
あ
い

子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
成
長
で
き
る
地
域

 ※

４ 実行プ

（１）実施

目
標

み
ん
な
で
見
守
り
支
え
あ
い
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
成
長
で
き
る
地
域

 
 

地域主

的参加の

 

 
 

地域交

絆づくり

 
 

 
 

子育て

世代を担

 

オアシス運動

方策

方策

方策

プラン 

施内容 

方 策 

主催行事への

の推進 

交流活動を通

りの推進 

て支援の充実

担う人材の育

動・・・あい

ます

策１ 

策２ 

策３ 

積極

①行

 

②伝

 

③親

 

じた

④地

運

の

⑤地

の

 

⑥ス

 

⑦地

ー

 

実と次

成 

⑧家

 

⑨子

 

⑩各

 

いさつの言葉の

す」，シ「失礼

取り組

行事参加意欲の

統行事や伝統

親子ふれあいの

地域ぐるみのあ

運動（オアシス

実施 

地域ぐるみのラ

実施 

ポーツ参加機

地域資源を活か

ツのできる環

家庭教育力の強

子どもの家の交

各種育成講座の

の頭文字をと

礼します」，ス

11 

組み 

の向上 

統文化の伝承

の場の提供

あいさつ 
ス運動※）

ラジオ体操

機会の提供

かしたスポ

環境づくり

強化 

交流 

の開催 

とったもので

ス「すみませ

地域行事

を開催する

るとともに

 
伝統行事

し，小中学

ちに伝えて

 
 

親子で参

ージや学校

の場を提供

あいさつ

募集や地域

動チラシの

なったあい

 
 

学校や地

するととも

取り組みの

することで

る。 
子どもた

カー・縄跳

せて開催す

もたちに多

スポーツ

したスポー

ーツを始め

域スポーツ

の充実を図

乳幼児を

基づき子育

護者が安心

上河内東

整備し，放

供するとと

携して合同

機会を充実

（合併市町

さまざま

種講座を開

に働きかけ

跡ＤＶＤを

文化などを

，オ「おはよ

せん」を，日頃

事の実態調査

ることで，地域

に，行事への

事や伝統文化

学校・幼稚園

ていく。 

参加できる行

校等で参加を

供する。 
つ運動を実施

域学校園を通

の配布により

いさつ運動（

地域，育成会

もに，地域にお

の統一を図り

で，一緒にな

たちが気軽に

跳び・ドッチ

することで，

多く提供する

ツ指導者の協

ーツ教室の開

めるきっかけ

ツクラブの設

図る。 
を含めた子育

育て支援を充

心して子育て

東小学校・上河

放課後におけ

ともに，地域

同事業を展開

実させる。 
町村基本計画

まな能力を有

開催し，人材

け，小中学生

を活用した出

を次の世代に

ようございま

頃から言える

内 容 

査に基づき，よ

域情報紙の歳

の参加意欲を向

化に関する「ま

・保育園と連

行事を企画・開

を促すことで，

施するための

通じた各家庭

，地域・学校

（オアシス運動

と連携してラ

おける夏休み

，地域全体の

って体を動か

に参加できる

ボールなどを

スポーツへの

。 
協力のもとで

開設により，子

けづくりを支援

設置等により，

育ての実態調査

充実することで

てができる環境

河内西小学校

る安全で安心

にある３つの

開し，子育て中

画付議事項） 
有する方々の

材育成に繋げる

を対象に地域

出前講座を開催

に伝える。 

ます」，ア「あ

るように心掛

より魅力ある

歳時記の充実

向上させる。

まち教授」を

連携して子ど

開催し，ホー

親子のふれ

のボランティ

庭へのあいさ

校・家庭が一

動）を展開す

ラジオ体操を

みのラジオ体

のイベントに

かす機会を創

るようなミニ

を地域行事に

の参加機会を

で既存施設を

子どもたちが

援する。また

更なるスポ

査を行い，調

で，子育て中

境をつくる。

校に子どもの

心な生活の場

の子どもの家

中の保護者の

の協力のもと

る。また，各

域マップや名

催し，地域の

ありがとうご

けるための運

る行事

実を図

 

を募集

どもた

ームペ

れあい

アの

つ運

一体と

する。

を推進

体操の

に設定

創出す

ニサッ

に合わ

を子ど

を活用

がスポ

た，地

ポーツ

調査に

中の保

 
の家を

場を提

家が連

の交流

で各

各学校

名所旧

の歴史

ざい

運動 
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（２）スケジュール 

 

 

取
組 ３年後までに ５年後までに １０年後までに 

① 

・地域行事の実態調査 
（伝統行事の掘り起こし・絞り込みを含

む） 
・地域情報紙の歳時記を充実化 

・魅力ある行事への転換 
 

 
 
 
 

② 

・「まち教授」を募集 
・伝統行事や伝統文化と学校教育の 
連携 
・学校等へ「まち教授」を派遣 
 

  
 
 

③ 

・既存行事の把握 
（子ども会・育成会・自治会を含む） 
 

・親子参加型行事を企画開催 
・まちづくり協議会ホームページや学

校等で参加促進 

 
 
 

④ 

・あいさつ運動ボランティアの募集 
・地域学校園を通じたあいさつ運動チ

ラシの配布 
・地域全体であいさつ運動を実施 
（強化月間や標語看板の設置など地

域全体に周知する） 

 
 
 

 
 
 
 

⑤ 

・ラジオ体操の取り組み内容の検討 
・学校や地域，育成会と連携したラジ

オ体操の推進 
 
 

・ラジオ体操を地域全体のイベントに

設定 
 

 
 
 

⑥ 

・スポーツ推進員を中心に，子どもた

ちが気軽に参加できるような軽スポ

ーツ教室などの開催 
 

・地域行事に合わせ軽スポーツ教室等

を開催 
 

⑦ 

・スポーツ指導者の発掘及び把握 
 
 
 
 

・既存施設を活用したスポーツ教室の

開催 
 

・地域スポーツクラブの設置

・スポーツ施設の整備 
 

⑧ 
・子育て実態調査 
 
 

・調査を基にした子育て相談の充実 
・交流機会の提供 

 

⑨ 

・上河内東小，上河内西小の子どもの

家を学校に整備 
・子どもの家のスタッフを対象に研修

会を開催 
・上河内地区内３つの子どもの家が連

携し，合同事業を実施 
・保護者の交流機会の充実 

  

⑩ 

・さまざまな能力を有する方々の発掘 
・ニーズ調査 
・各種講座のメニューづくり 
・学校等への紹介 
 

・各種講座の開催 
 

 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ

１ 現

（現 

① 鬼
② ご
③ 農
④ 美
⑤ 地

 

（課 

 

２ １

地

「人

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 

「環境・景

現状と課題 

状） 

鬼怒川・西鬼

ごみのポイ捨

農林業従事者

美しい自然や

地域によっ

題） 

０年後の目

地域の現状と

と豊かな自

 

水質を保全

環境問題に

耕作放棄地

地域の美し

地域に合っ

自然を活か

１０年

景観・防災

鬼怒川・山

捨てや不法

者の高齢化

や景観など

て土砂くず

目標 

課題を踏ま

自然が調和し

 
 
≪目標２≫

全し，豊かな

に関心を持た

地や荒廃森林

しい自然を再

った災害対策

人と豊かな

豊

かした交流が

年後の目標 

災」 

田川などが

法投棄などが

等により，

の地域資源

ずれや洪水な

まえ，３つの

し，安心した

≫ 

な水資源を活

たせ，地域全

林を有効活用

再発見（整備

策を確立し，

自然が調和し

豊かな地域資

が盛んな地域

13 

があり，水が

が目立つ。

耕作放棄地

源がたくさん

など，さまざ

の目標を掲げ

た暮らしを支

≪目標１≫

活かしたまち

全体で環境保

用し，放棄地

備）し，交流

災害時の防

し，安心した

資源が守られ

災域 

が豊かな地域

地が増加して

んある。 
ざまな災害が

げたうえで，

支えている地

≪
 

ちづくりを推

保全活動に取

地を減らす必

流人口の増加

防災体制を強

た暮らしを支

れている地域

災害対策が整

域である。 

ている。 

が想定される

１０年後の

地域」に定め

≪目標３≫ 

推進する必要

取り組む必要

必要がある。

加に繋げる必

強化する必要

支えている地

域 

整い，安心で

る。 

の目標を 

めました。 

要がある。 
要がある。 
。 
必要がある。

要がある。 

地域 

できる地域 

。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 方 策

１０年後

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策 

の目標を実

 

 地域に合

た災害に強

 

 上河内が

効に活用す

加を促進す

 

 上河内の

かしたまち

花とみどり

方策１ 

方策２ 

方策３ 

実現するため

合った災害対

強い防災基盤

が誇る美しい

することで，

する。 

の豊かな水を

ちづくりを推

りのまちづく

豊かな水

地域資源

災害に強

人と豊かな

≪目標

≪目標

≪目標

めに今後進め

対策を考え，

盤を構築する

い自然や景観

自然とふれ

を保全し，良

推進するとと

くりを充実さ

水資源の確保

源を活用した

強い地域づく

自然が調和し

標１≫ 豊か

標２≫ 自然

標３≫ 災害

14 

めるべき３つ

防災意識の

る。 

観などの地域

れあう機会を

良好な水資源

ともに，地域

させ，美しい

保と環境保全

た交流人口の

くりの推進

し，安心した

かな地域資源

然を活かした

害対策が整い

つの方策 

の高揚を図

域資源や，耕

を充実させ，

源を確保す

域ぐるみで清

い景観づく

全活動の推進

の増加 

た暮らしを支

源が守られて

た交流が盛ん

い，安心でき

るとともに

耕作放棄地

，地域内外

ることによ

清掃美化活

りを推進す

進 

支えている地

いる地域 

んな地域 

きる地域 

，地域が連

・荒廃森林

の交流人口

り，水資源

活動に取り組

する。 

地域 

連携し

林を有

の増

源を活

組み，



目
標 

人
と
豊
か
な
自
然
が
調
和
し

安
心
し
た
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
地
域

 

４ 実行プ

（１） 実施

目
標

人
と
豊
か
な
自
然
が
調
和
し
、
安
心
し
た
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
地
域

 
 

豊かな

環境保全

 
 

地域資

流人口の

 
 

災害に

の推進 

方策

方策

方策

プラン 

施内容 

方 策 

な水資源の確

全活動の推進

資源を活用し

の増加 

に強い地域づ

策１ 

策２ 

策３ 

保と

 

①水質

 

②ごみ

 
 

③花と

 

た交

④耕作

⑤地域

⑥山田

ドの

⑦ハイ

⑧西鬼

 

づくり

⑨災害

 
 
 

取り組み

質の保全 

み「０」運動

とみどりのま

作放棄地等の

域資源の発見

田川サイクリ

の整備 

イキングコー

鬼怒川堤の整

害対策の強化

15 

み 

動の促進 

まちづくり

の活用 

見 

リングロー

ースの整備

整備 

化 

河川の清掃

を通じ蛍が生

どもたちの水

また，地域

全で安心な水

付議事項）

 
 
 
 
 
 
 

毎月，清掃

行うとともに

する啓発ポス

ることで，ご

 
ガーデニン

ングを含む）

まちづくり活

耕作放棄地

耕作放棄地を

また，地域

た森林の間伐

ともに，間伐

地域資源育

域に眠ってい

域資源と梵天

人との交流を

 
山田川サイ

ターミナルを

沿いを花でい

羽黒山周辺

遊コースと名

コースを設定

西鬼怒川堤

の名所に位置

推進する。

災害に関す

策を検討する

練を通じ，各

識を高める。

また，地域

調査に基づく

の飲料水を確

内

掃活動の日を

生息しやすい

水環境に対す

域内の水環境

水質の管理を

掃の日を定め

に，地元の小

スターを依頼

ごみ「０」の

ング講座や景

コンテスト

活動を推進す

地で草花の作

を有効に活用

域ボランティ

伐を推進し，森

伐材を有効に

育成保全を行

いる資源を発

天の里歩こう

を深める。 

イクリングロ

を設置すると

いっぱいにす

辺のハイキン

名所旧跡と連

定する。 
堤に桜（黄桜

置づけること

する地域調査

るとともに，多

各自治会の連携

 
域にある井戸

く井戸水マッ

確保する。 

内 容 

を定め，定期的

い環境を維持

する意識の啓

境を完全に整備

を行う。（合併

め，地域全体で

小中学生にごみ

頼し，公共施設

の地域を定着

景観・環境美化

の開催によ

する。 
作付けや農業

用する。 
アの活動協力

森林全体を健

に活用する。 
行うボランテ

発掘するとと

うマップを連

ロードを整備

とともに，サイ

する。 
ングコースを

連結させた地

桜など）を植林

とで，地域内外

査を行い，地域

多くの住民参

携を強化する

戸水調査（場所

ップを作成す

的な河川の清

するとともに

発を行う。

備することで

併市町村基本

で定期的な清

み「０」運動

設に貼付・啓

させる。 

化活動（ガー

り，花とみど

体験学習を行

力を得て，荒

健康にしてい

ィアを募集し

もに，発掘し

結させ，地区

し，サイクリ

イクリングロ

整備し，羽黒

地区内ハイキ

林し，上河内

外の人との交

域に合った災

参加による防

るなどして防

所・水質）を行

ることで，災

清掃等

に，子

で，安

本計画

清掃を

動に関

啓発す

ーデニ

どりの

行い，

荒廃し

いくと

し，地

した地

区外の

ング

ロード

黒山周

キング

内の桜

交流を

災害対

防災訓

防災意

行い，

災害時
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（２）スケジュール 

※    は行政に望むもの。他は，主に地域団体が取り組むもの。 

取
組 ３年後までに ５年後までに １０年後までに 

① 

・定期的な河川の清掃活動 
・子どもたちの水環境に対する意識啓発

（生き物調査を通じた河川の水質調査

等） 
・蛍の生息地調査 
・蛍マップの作成（自然環境保全・保護

のための資料として活用） 
・小水力発電の地産地消の可能性を含め

行政に依頼 
 
 
 
 

・蛍が生息できる環境を作るための

河川の清掃 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・公共上下水道の整備 
 
・合併処理浄化槽設置 

② 

・定期的な自宅周辺の清掃活動を実施 
・地域の清掃日を定め，地域全体で清掃

活動を実施（月 1 回） 
・ポスターコンクールの実施及びポスタ

ーの作成・啓発（小中学校に参加依頼）

 
 
 

 
 
 

③ 

・ガーデニング講座の開催 
・景観・環境美化活動（ガーデニングを

含む）コンテストの開催 

  
 
 

④ 

・耕作放棄地の利用調査（他事例等） 
・耕作放棄地の活用方法と場所を選定 

・耕作放棄地に草花を作付け 
・耕作放棄地を農業体験学習に利用

・地域ボランティア組織を育成・確

保し，荒廃森林の間伐事業等を推進

・間伐材を有効に活用 

 
 

⑤ 

・地域資源育成保全ボランティアの募集

・地域資源の発掘調査 
（梵天の里歩こうマップ等を活用） 
・美しい景観地や名所旧跡等の維持管理

を強化 

・発掘した地域資源を小冊子にまと

め，各公共施設に設置 
 

 
 
 

⑥ 
・自転車の駅のＰＲ（梵天の湯が指定さ

れている） 
 

・山田川サイクリングロードの整備

（上河内区間） 
・ロード沿に花を植栽 

・サイクリングターミナルの

設置 
 

⑦ 

・羽黒山周辺のハイキングコースを整備

・名所旧跡等と連結させ，地区内ハイキ

ングコースを設定 

  

⑧ 

・西鬼怒川堤一帯（緑水公園周辺と梵天

の湯周辺）の桜（黄桜を含む）を桜の名

所に設定しＰＲ 

  

⑨ 

・災害に関する地域調査 
・上河内版ハザードマップの作成 
・地域全体で防災訓練を実施 
・災害時緊急用具の適正な維持管理 
・地域にある井戸水調査（場所・水質）

・井戸水マップの作成 
 

・非常用井戸の設置  



 

  

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ

１ 現

  （現 

① 
② 
③ 

④ 
⑤ 

  （課

 

２ 

地

「地

①

②

③

④

⑤

「健康・福

現状と課題 

状） 

高齢者が生

高齢者の生

地域には温

流施設）」）

地域には新

高齢者や体

課 題） 

１０年後の

地域の現状と

地域の人々が

 

① ボランテ

② 高齢者の

③ 温泉施設

必要があ

④ 地域の食

がある。

⑤ 地域に合

の外出支

健康づ

１０年

地

福祉」 

生涯にわたり

生きがいに繋

温泉施設や保

など，健康

新鮮な野菜等

体の不自由な

の目標 

と課題を踏ま

が生きがいを

 
 
≪目標２≫

ティア活動等

の昔ながらの

設や仮称「上

ある。 
食材を活用し

 
合ったデマン

支援を充実さ

づくりが充実

年後の目標 

地域の人々が生

り活躍できる

繋がるような

保健センター

康づくりに活

等がたくさん

な方が外出で

まえ，３つの

を持ち，心豊

≫ 

等を通じ，高

の知恵や経験

上河内健康館

した食育活動

ンドタクシー

させる必要が

生きがいを

生

した地域

生きがいを持

17 

る機会が少な

な交流の場が

ー（平成２

活用できる施

んある。 
できる足が確

の目標を掲

豊かで元気

≪目標１≫

高齢者の社会

験を活かし，

館（健康交流

動を通じ，食

ーの運営や生

がある。 

を自ら創造し

生き生きと暮

持ち，心豊か

ない。 
が少ない。

９年４月か

施設がある。

確保されてい

掲げたうえで

に暮らして

 

≫ 

会参加と生き

世代間の絆

流施設）」を

食への関心

生きがいづ

し， 

暮らせる地域

高齢者が

かで元気に暮

ら仮称「上

。 

いない。 

で，１０年後

いる地域」

 
≪目標３≫ 

きがいづくり

絆づくりを推

を有効活用し

を高め，健

くりの場の

域 

が活躍しやす

暮らしている

上河内健康館

後の目標を 

に定めまし

 

りを推進す

推進する必

し，健康づく

健康づくりを

の提供などに

すい地域 

る地域 

館（健康交

した。 

る必要があ

要がある。

くりを推進す

を推進する必

により，高齢

  

る。

 
する

必要

齢者



３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方 策 

１０年後の

 

 

居

 

 

館

内

充

 

る

者

の目標を実現

 

デマンドタ

居場所づくり

住民自らが

館（健康交流

内の新鮮でお

充実させ，地

 

 

いつまでも

るとともに，

者の生きがい

 

≪

地

方策１ 

方策２ 

方策３ 

現するために

タクシーを充

りなどにより

 

が積極的に健

流施設）」を

おいしい食材

地域の方々の

も元気で生き

高齢者の昔

いづくりを推

高齢者の

健康づく

高齢者の

≪目標１≫ 

≪

≪

地域の人々が生

に今後進める

充実させ生活

り，高齢者の

健康づくりに

を拠点とした

材を利用した

の食への関心

き生きと暮ら

昔ながらの知

推進する。

の生きがいづ

くりと地元食

の外出支援の

生きがいを

目標３≫ 高

≪目標２≫

生きがいを持

18 

るべき３つの

活圏を拡大す

の外出支援の

に参加でき

た質の高い健

た料理教室等

心を深める

らしていける

恵や経験を

づくりの推進

食材を活かし

の充実 

を自ら創造し

高齢者が活躍

健康づくり

持ち，心豊か

の方策 

するととも

の充実を図

るよう，温泉

健康づくりを

等の開催に

ことで，食

るよう，高齢

活かした世

進 

した食育の推

し，生き生き

躍しやすい地

が充実した地

かで元気に暮

に，高齢者

る。 

泉施設や仮

を推進する

より，食とふ

育の推進を

齢者の活動機

世代間交流を

推進 

きと暮らせる

地域 

地域 

暮らしている

者が身近に集

仮称「上河内

とともに，

ふれあう機

を図る。 

機会の充実

を充実させ，

る地域 

る地域 

集える

健康

上河

会を

実を図

高齢



４ 

目
標 

地
域
の
人
々
が
生
き
が
い
を
持
ち

心
豊
か
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る
地
域

 

 
※三

実行プラ

（１）実施

目
標

地
域
の
人
々
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
心
豊
か
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る
地
域

 
 

高齢者

りの推進

 
 

健康づ

を活かし

 
 

高齢者

実 

三世代交流事

方策

方策

方策

ン 

施内容 

方 策 

者の生きがい

進 

づくりと地元

した食育の推

者の外出支援

事業・・・子ど

お互

策１ 

策２ 

策３ 

いづく

①老

る

②高

③世

元食材

進 

④温

康

有

 

⑤歩

 

⑥食

 

⑦学

 
 

援の充

⑧高

⑨デ

し

⑩高

づ

 

ども・保護者

互いにもたら

取り組

老人クラブ等の

生きがいづく

齢者の社会参

世代間交流の充

温泉施設と仮称

康館（健康交流

有効活用  

くことによる

食とふれあう機

学校と連携した

齢者の外出意

デマンドタクシ

た外出支援の

齢者の身近な

くりの場の提

・高齢者が一

らす良い効果や

19 

み 

の強化によ

くり 

参加の促進

充実 

称「上河内健

流施設）」の

る健康づくり

機会の提供

た食育活動

意欲の向上

シーを利用

の強化 

なふれあい

提供 

一堂に会し，

や世代の枠を

人と人と

加入促進を

組織を強化

生きがいづ

上記の高

ランティア

うとともに

携を強化す

実を図る。

地域にお

もに，高齢

児に昔なが

世代間交流

 
温泉施設

が連携して

存の健康づ

参加できる

また，利

しい温泉施

利用できる

計画付議事

 
上河内に

河内地区全

を中心とし

地元の食

室などを行

もに，次の

郷土料理な

せる。 
 
学校教育

分で収穫し

ことで，次

 
高齢者の

を開催する

る。 
多くの高

合ったデマ

出を支援す

隣近所・

所を高齢者

などを活か

る。 

竹とんぼなど

を超えた絆を

との繋がりを

を図るための

化させ，更な

づくりを推進

高齢者団体と

アバンクを設

に，高齢者ボ

することで，

 
おける三世代

齢者が地元の幼

がらの遊びや

流を推進する

設と仮称「上

て健康づくり

づくり教室の

る機会を提供

利用者ニーズ

施設内の整備

る温泉施設を

事項） 

にある歩く会

全域のウォー

した周辺の散

食材を使用し

行い，食の大切

の世代に食文化

など，上河内

育の中で農業

した野菜を使

次の世代に食

の趣味や特技

ることで，高

高齢者が進ん

マンドタクシ

する。 
公園・公民館

者に開放する

かすことがで

どの昔遊びや

をより深めるた

内 容 

大切にし，老

声かけ運動を

る活動の充実

進する。 
連携を図りな

設置し，ボラン

ランティアと

ボランティア

代交流事業(※
幼稚園や保育

や伝統工芸等を

。 

上河内健康館

教室を開催す

PR を強化し

供する。 
ズ調査に基づき

備を行うことに

を提供する。

会のネットワー

ーキングデーを

散策などを行う

したメニュー

切さを地域に

文化を継承する

の食文化を地

業体験を拡大す

使用して食育

食の大切さを伝

技などを活か

高齢者の外出

んで外出でき

シーの運営によ

館など，いつ

ことで，高齢

できるふれあ

やさまざまな交

ために実施し

老人クラブ等

を継続的に行

実を図ること

ながら高齢者

ンティア活動

と地域団体と

ア活動の更な

※)を推進する

育園に出向き

を伝えること

（健康交流施

するとともに

し，多くの方

き，高齢者に

により，安心

（合併市町村

ークを強化し

を定め，温泉

う。 
ーの開発や料

に広く伝える

るため，上河

地域内外に波

するとともに

育教室を開催

伝えていく。

かした発表会

出意欲を向上

きるような地

より，高齢者

つでも集まれ

齢者の趣味や

あいの場を提

交流機会を通

している事業

等への

行い，

とで，

者ボ

動を行

の連

なる充

るとと

き，園

とで，

施設）」

に，既

方々が

にやさ

心して

村基本

し，上

泉施設

料理教

るとと

河内の

波及さ

に，自

催する

 

会など

上させ

地域に

者の外

れる場

や特技

提供す

通じ，

業 



20 

 

（２）スケジュール 

※    は行政に望むもの。他は，主に地域団体が取り組むもの。 

 

取
組 ３年後までに ５年後までに １０年後までに 

① 

・老人クラブ等への加入促進 
（各種事業紹介・声かけ運動等） 
 
 

・老人クラブ等の活動の充実 
 

 
 

② 

・高齢者ボランティアの募集 
・ボランティアバンクを設置 
・市のボランティアセンターを活用 
・ボランティアニーズの調査 
 

・１人１分野ボランティア活動の実施 
・高齢者ボランティアと地域団体との

連携強化 

 
 
 

③ 

・地域における三世代交流事業を推進 
・高齢者が地元幼稚園や保育園，小中学

校に出向き，昔ながらの遊び等を伝授 
・昔ながらの遊びや伝統行事等を伝える

新たな指導者の育成・確保 

 
 
 
 

 
 
 

④ 

・意見交換会の実施（梵天の湯・仮称「上

河内健康館（健康交流施設）」・地域） 
・温泉施設と仮称「上河内健康館（健康

交流施設）」が連携し，健康づくり教室を

開催 
・仮称「上河内健康館（健康交流施設）」

で実施している各種健康づくり教室の

PR の強化 
・温泉施設の利用者ニーズ調査 

・高齢者に配慮した温泉施設内の再整

備 
 
 
 

 
 
 

⑤ 

・上河内にある歩く会のネットワーク化

・ウォーキングデーを定め，梵天の湯周

辺を散策 

  
 

⑥ 

・料理研究会をつくり，地元食材を使用

したメニューの開発や料理教室の開催 
・会食会などの開催 
・地場産野菜を使ったメニューの開発 
・郷土料理や開発した料理を地域内外に

PR 

  
 
 

⑦ 
・学校教育の中で地場産野菜の栽培収穫

に参加 
・小中学生を対象に食育教室を開催 
・指導者の選任・育成 

  
 
 

⑧ 

・高齢者の趣味や特技などを調査 
・高齢者の趣味や特技などを活かした発

表会やスポーツ大会への参加 

  

⑨ 

・デマンドタクシーに対する理解の促進

・運営組織の充実 
 

  

⑩ 

・高齢者が楽しめる企画を設定 
・地区毎の公民館を高齢者に開放する「ふ

れあい・いきいきサロン事業」の推進 
・地域情報紙に高齢者事業を掲載 

・新たなサロンの開設 
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おわりに 

 

平成１９年３月の市町合併以降，上河内自治会議の答申により，道路の整備をはじ

め，東北自動車道へのスマートＩＣの設置や中里原土地区画整理事業など「合併市町

村基本計画」に掲げた主要事業がより円滑に進捗したことにより都市機能が更に進展

し，宇都宮市の北の玄関口にふさわしい均衡のとれた住みやすい生活基盤が形成され

てきております。 

上河内地域の各種団体や住民の地域創意を形成する「上河内地区まちづくり協議会」

が平成２２年２月に設立されたことにより，住民主体のまちづくりを行う仕組みが整

えられ，地域に根ざした活動が実践されるなど，魅力あるまちづくりに向けた取り組

みが着実に進められてきております。 

このような中，愛郷心はもとより，秀麗な羽黒山や水清らかな鬼怒川の流れの美し

さをはじめ，豊かな自然環境や歴史と伝統，更には豊かな人間力など，上河内地域特

有の誇れる資源を数多く有しており，歴史ある羽黒山梵天祭においては，祭りの魅力

発信や伝統行事の継承へ繋げるよう，新たに来場者への「おもてなし」に取り組むほ

か，これまで以上に地域の個性と特性を生かした「上河内ふれあいまつり」や「絶

景！！羽黒山ウォーキング」の開催など，様々な交流事業等を通じながら，これから

も「住み続けたい」「住んでみたい」と思えるよう，心の豊かさと地域の魅力・活力

を更に高めていくことで，さらなる賑わいの創出が大いに期待できます。 

今後のまちづくりを推進する上で，先に提出した答申と合わせ，この「地域のまち

づくりに関する施策の最終提案」が，まちづくり協議会で現在策定中の「地域ビジョ

ン」の礎となり，まちづくり協議会を核とした地域活動団体との連携を高めながら「人

間力・資源・情報」の活発な交流を図るなど，地域と行政とが一体となり，上河内地

域の特性を活かし，豊かで魅力と活力のあるまちづくりを進めていくことで，これま

で以上に地域力の向上が図れるものと信じています。 

羽黒山，梵天祭，関白神獅子舞，梵天の湯，ゆずなど，上河内地域特有の資源を最

大限に活かし，自然，文化，観光などとの組み合わせにより新たな相乗効果と更なる 
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賑わいを創出させながら，上河内地域の総意による住民が主役のまちづくりに取り

組んでまいります。 

最後に，ご協力いただきました地域の方々に深く感謝の意を表しますとともに，今

後，上河内地域が光り輝く新たなまちづくりへの第一歩を着実に踏み出していくこと

を強く願うものであります。 
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これまでの経緯 

 

《第１期：平成１９～２０年度》  

合併市町村基本計画に掲げられた地域の目標像「自然と人が共生し，安心して暮ら

せる活力あふれる地域」を実現するために「地域には何が必要なのか，何をしなけれ

ばならないのか」を検討し，「まちづくりの３本の柱」とそれらを達成するための「７

つの施策」を策定し，提案書としてまとめました。（平成２１年３月提案書提出）       

 

 

《第２期：平成２１～２２年度》 

  前回の提案を基礎とし，地域に欠かせないまちづくりの４つのテーマ「産業・経済・

交通」「環境・景観・防災・上下水」「健康・福祉」「子育て・教育」を導き出し，「産

業・経済・交通」編の地域の現状と課題を整理し，「１０年後の目標」と「目標を達

成するための方策や実行プラン」を策定し，提案書としてまとめました。（平成２３

年２月提案書提出） 

 

 

《第３期：平成２３～２４年度》  

  「子育て・教育」「環境・景観・防災・上下水」「健康・福祉」について，地域の現

状と課題を整理し，「１０年後の目標」と「目標を達成するための方策や実行プラン」

を策定しました。また，各方策の取り組み内容の検討にあたっては，東日本大震災の

教訓を踏まえ，日頃から人々が相互に支えあい，助け合うことの重要性を念頭に置い

た議論を重ね提案書としてまとめました。（平成２５年２月提案書提出） 

   

 

《第４期：平成２５～２６年度》 

 「産業・経済・交通」編の提案から４年が経過したことから，地域の現状や社会情

勢等を踏まえ，提案内容の進捗状況などについて検証・評価を行うとともに，提案し

た取り組みをより具現化するための見直しを行い，上河内地区まちづくり協議会と連

携を図りながら，提案書としてまとめました。（平成２７年２月提案書提出） 

 

 

    《第５期：平成２７～２８年度》 

  「子育て・教育」「環境・景観・防災」「健康・福祉」編について地域の現状や社会

情勢等を踏まえ，提案内容の検証・評価を行い，集大成として全４テーマを提案書と

してまとめました。（平成２９年２月提案書提出） 
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上河内自治会議委員歴代名簿  

 
《第１期：平成１９～２０年度》                （ ◎会長，○副会長 ）

◎沼 田   良 ○古 橋 正 好 青 木 定 夫 江 連   功 江 連   俊 
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齋 藤 和 之 佐 藤 和 男 佐 藤 きよ子 塩 井 洋 子 柴 田 征 男 
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和 田 春 海     
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◎太 田   正  ○神 山 光 男 江 連   功 江 連   俊 小 野 久 男 

柏 木 聖 子 北 見 和 弘 北 見 幸 夫 小 林 和 美 櫻 井 清 一 
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《第３期：平成２３～２４年度》 
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横 塚   境     

 

 

    

《第４期：平成２５～２６年度》 

◎太 田   正 ○神 山 光 男 赤 羽 博 行 江 連 脩 身 川 津 昭 夫 

君 島 恭 子 小 嶋 康 夫 笹 沼 志津子 鈴 木 敏 正 髙 橋 榮 一 

髙 橋 みどり 束 原   勸 手 塚 正 義 手 塚   豊 長 嶋 秀 子 

中 山 善 一 長谷川 良 子 福 嶋   修 藤 枝 登茂子 山 口 和 子 
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